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要旨 
2005 年 12 月，日本各地は記録的な豪雪・低温に見舞われた．上空の寒気の変動について，主に館野の高

層気象観測資料を用いて調査を行った．2005 年 12 月，館野上空における 21 時の気温の平年偏差(月別平年

値(1971～2000 年の平均値)との差)をみると，600～500hPa を中心に 4～5 日周期で寒気の流入が見られ，日

本海側の地方を中心に降雪が多かった時期とほぼ一致していた．特に 12 月 18 日の 600hPa の平年偏差は

-13.4℃，22 日の 500hPa の平年偏差は-15.0℃であった． 
また，これまで豪雪による被害の大きかった昭和 38 年 1 月豪雪(38 豪雪)における 1963 年 1 月の寒気変

動と比較したところ，今回と同様 600～500hPa を中心に寒気の流入が見られた．なお，ともに寒気流入時

には対流圏上部から下部成層圏の 300～100hPa では高温域が出現している．異なる特徴として，1963 年 1
月では寒気の流入が 22 日～27 日の数日間持続していたことや，また，寒気移流が最も強かった 2005 年 12
月 22 日 21 時と 1963 年 1 月 24 日 21 時の高層断面図を比較すると，圏界面付近の気温は前者の方が低温で

あったが，下層は後者の方が低温であった(下層の寒気移流が強かった)ことなどが，降雪の違いとなって現

れている可能性が考えられる． 
今回，主として館野の高層気象観測資料を中心に調査を行ったが，今後，他の地点の資料も含めて調査

する必要がある． 
 

１．はじめに 

 2005 年 12 月は日本各地で豪雪による被害が数多く発生

し，国内 29 地点の気象官署で 12 月の月平均気温の最低

記録を更新した．館野の高層気象観測では，12 月 18 日

09 時の 500hPa 面で-41.3℃を観測し，1957 年 4 月から統

計を始めて以来，12 月の 500hPa 面における気温の低い方

から第 1 位を記録した．地上気象観測でも館野の 12 月の

月平均気温は 2.3℃(平年値 4.5℃)で，1921 年の統計開始以

来，月平均気温の低い方から第 6 位の記録となった．こ

の値は 1973 年 12 月の月平均気温(1.5℃)が低い値(第 1 位)

を更新して以来，32 年ぶりに第 6 位を更新した． 

気象庁は，平成 18 年の冬(平成 17 年 12 月～平成 18 年

2 月)に発生した大雪について，「平成 18 年豪雪」と命名

した(気象庁：2006d)．特に，12 月から 1 月上旬にかけて，

北極域の寒気が南下しやすい傾向が持続した．そこで，

2005 年 12 月における寒気の変動について，館野の高層気

象観測資料等を用いて調査を行い，若干の解析を行った
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ので報告する． 

  

 
 図 1 気象衛星画像 2005 年 12 月 22 日 21 時 

(気象衛星センター(2006)) 
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２．2005 年 12 月の寒気変動 

２.１ 日本各地の低温と豪雪の状況 

気象庁(2006b)によると，2005 年 12 月は非常に強い寒 

気が断続的に流れ込み，強い冬型の気圧配置の日が多か

った(例として，図 1 に 2005 年 12 月 22 日 21 時の気象衛 

星画像を示す)．このため全国的に極端な低温で，特に，

東・西日本では 1946 年の地域平均の統計開始以来の低い

記録を更新し，月平均気温は 1985 年以来 20 年ぶりに全

国的に低くなった．観測開始からの最低記録を更新した

地点は，福井，敦賀，鳥取，洲本，阿蘇山，室戸岬など

全国 29 地点にのぼった． 

また，日本海側の地方を中心に 12 月としては記録的な

大雪となった．このため，24 地点で 12 月の降雪の深さ(月

合計値)の大きい記録を更新し，9 地点で 12 月の月最深積

雪の最大記録を更新した． 

今冬(2005 年 12 月以降)の雪による被害状況と過去に豪

雪による被害の大きかった昭和 38(1963)年 1月豪雪(以下，

「38 豪雪」と略す)との被害状況の比較を表 1 に示す． 

 
 

表 1 雪による被害状況の比較 

死者 行方不明 負傷者 家屋全壊 半壊

人 人 人 棟 棟

2005年12月～
2006年3月

151 893 18 26

38豪雪 228 3 356 753 982
 

2005 年 12 月～2006 年 3 月は総務省消防庁(2006)による(3 月 7
日現在)．38 豪雪は消防白書による(気象庁(2006c))．2005 年 12
月～2006 年 3 月は上記負傷者は重傷の場合で，他に軽傷１,243
人，一部損壊 4,661 棟，床上浸水 12 棟，床下浸水 101 棟など，

38 豪雪は床上浸水 640 棟，床下浸水 6,338 棟などの被害がある．  
 
 

２.２ 館野上空の気温変化 

 高層気象観測は 09 時と 21 時の 1 日 2 回行っているた

め，統計はそれぞれ別に行っている．2005 年 12 月 18 日

の 500hPa 面で-41.3℃の気温を観測し，館野の 09 時の観

測において，1957 年 4 月から統計を始めて以来，12 月と

しては気温の低い方から第 1 位，年では第 2 位(第 1 位は

1997 年 1 月 22 日の-44.4℃)を記録した(気象庁：2005)． 

2005 年 12 月の館野上空における寒気の変動状況を調べ

るため，寒気変動が明瞭に見られた 21 時の気温の平年偏

差時系列図を口絵 1(a)に，気温の時系列図を口絵 3 に示す．

なお，気温偏差の基準とした平年値は 1971～2000 年の 12

月の 21 時の月別平年値を使用した．口絵 1(a)では，12 月

5 日過ぎより 4～5 日周期で 500hPa 付近を中心として 5 回

の寒気の流入が見られ，それに対応して日本海側の降雪

が多かった地点(福井，伏木(富山県))では降雪の深さ(口絵

1(b))の変動が一致している(高田(新潟県)等の降雪の深さ

の変動については，館野の上空の寒気変動にとらえられ

ていない短い周期も見られる)． 

負偏差域が大きかったのは，13 日の 600hPa 付近で

-12.1℃，18 日の 600hPa 付近で-13.4℃，22 日の 500hPa

付近で-15.0℃であった．なお，負偏差域が最も大きかっ

たのは 22 日の 500hPa 面の-15.0℃であるが，地上付近ま

で負偏差が拡がっているのは 18 日であった．同じ頃(同日

もしくは前後 1 日)に対流圏上部から下部成層圏の 300～

125hPa 付近において，下層の負偏差域に対応してそれぞ

れ+9.3℃(12～13 日)，+7.1℃(18 日)，+9.9℃(22 日)，+8.9℃
(26～28 日)の正偏差域が見られた． 

口絵 3 は 12 月における 21 時の館野のレーウィンゾン

デ観測による気温の時系列図である．500hPa 付近から口

絵 1(a)の負偏差域の出現に対応して，地上付近まで寒気が

入り込んできている様子が見られる．下層の 800hPa 付近

における-5℃の等温線は 5～7 日の周期で高度を下げ，18

日と 23 日の地上気温は氷点下となっている． 

 

３．38 豪雪における寒気変動 

３.１ 38 豪雪の状況 

昭和 38(1963)年 1 月，北陸地方を中心として日本海側の

各地で豪雪被害が発生した．気象要覧第 761 号(気象庁：

1964a)には，「12 月 30 日に日本海北部を低気圧が東進し

たあと，本邦は今冬はじめての強い寒波に襲われ北陸地

方は季節風に伴う雪に見舞われた．その後 1 か月にわた

り日本海側は連日のように降雪があり，北陸地方では 1

日に降った新積雪の深さが 30cm 以上の日数が平年の 2 倍

以上となり，過去の積雪の記録を更新する豪雪となった．

月間をとおして北極寒波の氾濫が強く，西高東低の冬型

気圧配置のなかで日本海に発生した小低気圧不連続線が

もたらす平野部の降雪と，低気圧通過後の強い季節風の

吹き出しによる山間部の降雪が繰り返された．」と豪雪の

模様が記述されている． 

また，同要覧には被害状況について，「豪雪による被害

は 11 日からの大雪によって発生しはじめ，24 日から 27

日にかけての豪雪によってさらに激しさを加えた．1 月下

旬における積雪は山間部，平野部とも記録的なものとな

り，死傷者，建物の倒壊・浸水をはじめとして，交通途

絶による各方面の被害は多大であった．」と記載されてい

る．これらの被害については表 1 の通りである． 
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図 3 1963 年 1 月 24 日 21 時の天気図 
(気象庁(1963a)) 

(a)500hPa 高層天気図，(b)地上天気図 

 

３.２ 館野上空の気温変化 

1963 年 1 月の館野における 21 時の気温の平年偏差(21 

時)の時系列図を口絵 2(a)に示す．なお，気温偏差を求め

るための平年値は，1971～2000 年の 1 月の 21 時の月別平

年値を使用した． 

図に示される通り，3～6 日周期で，500hPa 付近を中心

として 7 回の寒気の流入が見られ，負偏差域は，3 日

500hPa の-12.1℃，8 日 500hPa の-10.0℃，13 日 500hPa の

-11.6℃，16 日 700hPa の-7.9℃，19 日 700hPa の-10.5℃，

24 日 600hPa の-14.7℃，30 日 500hPa の-12.8℃を中心と

して存在する．また，同じ頃(同日もしくは前日)に対流圏

上部から下部成層圏の 300～100hPa において，それぞれ

+9.4℃，+10.3℃，+8.4℃，+10.0℃，+9.7℃，+11.5℃，+8.9℃

の正偏差域が見られた．特に 21～27 日にかけて強い寒気 

 

 

流入が継続し，24 日の 600hPa の負偏差は-14.7℃と最も

大きかった．この期間，その上空の 300～200hPa 付近で

は，+11.5℃を最大値とする正偏差が継続していた．なお，

館野上空の気温について田村(1980)は，1963 年 1 月の気温

では下部成層圏の 100hPa や 50hPa で気温が著しく高くな

っていることを報告している． 

また，気象庁(1968)は，北陸豪雪調査報告の中で，38

豪雪時の北半球 100mb 天気図の解析から，下部成層圏の

暖域が極東からアリューシャン方面にかけて存在し，こ

れは対流圏の優勢な寒冷低気圧に対応しており，この暖

域は，30,10mb 天気図にみられるアリューシャン高気圧

と対応しており，この領域では大規模な下降気流が観測

されると解説している． 

口絵 4 に 1963 年 1 月における 21 時の館野のレーウィ 

(a)

(b)

(a) 

(b) 

図 2 2005 年 12 月 22 日 21 時の天気図 
(気象庁(2006e)) 

(a)500hPa 高層天気図，(b)地上天気図 
 

-42℃

-36℃ 

-39℃ 

-42℃ 

-36℃ 
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ンゾンデ観測による気温時系列図を示す．

500hPa 付近における-30℃の等温線の変

動は，口絵 2(a)の負偏差域の出現に対応し

ている．特に 22 日から 31 日までは，28

日を除き長い期間，500hPa 付近から地上

付近まで寒気が入り込んでいる．-5℃の等

温線は 5 日を除き，800～900hPa 付近まで

下がっている．-30℃の等温線の高度が最

も下がったのは 24 日であるが，地上付近

では翌日の 25 日であった．この期間の寒

気流入に対応して，福井および伏木の降雪

の深さが非常に大きくなっている (口絵

2(b))． 

 

４．2005 年 12 月の寒気変動と 38 豪雪時

期との比較 

2005 年 12 月と 38 豪雪時において，上

空の寒気の流入により気温の負偏差が最

も大きかった 2005 年 12 月 22 日 21 時と

1963 年 1 月 24 日 21 時について，高層の

気象状況を比較して調査した． 

 

４.１ 高層天気図と地上天気図 

2005 年 12 月 22 日 21 時の 500hPa 高層

天気図(図 2(a))では，-42℃の寒気の中心

はウラジオストック付近に存在し，寒気

(-36℃の等温線)は関東東海上まで南下し

てきているのがわかる．この時，地上天気

図の図 2(b)では冬型の気圧配置が強く，日

本海中部で等圧線が北東から南東に湾曲

して袋型になり，里雪型になっている． 

1963 年 1 月 24 日 21 時 500hPa 高層天気

図(図 3(a))では，北海道の南西沖に-45℃

の寒気の中心があり，北海道と東北地方お

よび能登半島にかけて，-40℃の寒気が下

りてきている．地上天気図(図 3(b))では，

冬型の気圧配置が強く，北海道の西側に寒

冷低気圧があり，日本海で等圧線が袋型と

なり，2005 年 12 月 22 日と似た里雪型の

気圧配置であった． 

 

４.２ 高層断面図 

 2005 年 12 月 22 日 21 時と 1963 年 1 月 24 日 21 時に

おけるサハリンから父島までの東経 140 度線における高

層断面図を図 4，図 5 に示す． 

2005 年 12 月 22 日 21 時の高層断面図(図 4)では，-60℃

以下の寒気が札幌から秋田の上空 300hPa 付近にあり，ま

た，-30℃の等温線は札幌から八丈島の上空 600～500hPa

付近にあり，館野より北における 500hPa の気温は大雪が

降る目安の-36℃よりも低温となっている．ジェット気流 

図 4 2005 年 12 月 22 日 21 時の高層断面図 
(図中の×印は圏界面を示す．等値線は 5℃毎の等温線を示す．陰影

は-60℃以下の領域．気象庁(2006e)を参照．) 

図 5 1963 年 1 月 24 日 21 時の高層断面図 
(図中の×印および等値線は図 4 と同じ．八丈島における 300hPa 以高

の高層風は欠測．気象庁(1964b,1963a,1963b,1961)を参照) 
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の軸は八丈島の南まで下がっていることがわかる． 

これに対し，1963 年 1 月 24 日 21 時の高層断面図(図

5)では，圏界面付近に-60℃の低温は観測されていない

が，-30℃の等温線は 2005 年 12 月 22 日よりも低い高

度(約 650hPa 付近)まで下がり，秋田の 500hPa の気温は

-45.9℃であった．館野の 500hPa の気温は-35.9℃で，

2005 年 12 月 22 日の 21 時(-38.3℃)より高かった．ジェ

ット軸は，八丈島における 300hPa 以高の高層風が低高

度角帯(正しい角度値が得られない高度角帯)のため，欠

測となっていて不明であるが，図 3(a)の 500hPa 高層天

気図等を考慮すると，2005 年 12 月 22 日 21 時と同様，

八丈島付近に位置していたと推測される． 

 

４.３ 半旬平均高層天気図による極うず循環 

気象庁(2006b)は，2005 年 12 月の記録的な低温と大

雪をもたらしたことについて，「①例年より大きく南

に蛇行した偏西風に沿って，寒気の中心から強い寒波

が次々と流入したことに加え，②熱帯の活発な対流活

動が偏西風の蛇行を強化し，寒気の流入がさらに活発

化したことが大きな要因である」と報道発表している． 

気象庁(2006a)は，2005 年 12 月の北半球 500hPa 高度・

平年偏差図(図略)について，「北極付近の高度が高く，

北半球中緯度は全体的に高度が低い傾向の寒気放出パ

ターンが続いた．また，北半球全体で偏西風の蛇行が

大きく，北米西岸，北大西洋北部，タイミル半島付近

が気圧の尾根となり，バフィン島，ヨーロッパ，日本

付近から北太平洋北部で気圧の谷が明瞭となり，冬の

寒気放出期に卓越しやすい三波数パターンが現れ，特

に中国大陸から北太平洋北部の負偏差が大きく，北半

球全体でも日本付近に強い寒気が南下しやすかった」

と解説している． 

そこで，寒気が最も強かった時期の北半球半旬平均

500hPa 高度・平年偏差図(2005 年 12 月 22～26 日と 1963

年 1 月 21～25 日)をそれぞれ図 6，図 7 に示す．5100m，

5400m，5700m の高度を太線で示し，5100m より低い領

域に陰影を施した．図 6 のハッチは負偏差域である．

図 6 と図 7 の 5400m の等高線を比較すると，ともに偏

西風の蛇行は大きく，三波数パターンが現れており，

日本付近から北太平洋北部で気圧の谷が明瞭で，日本

付近に強い寒気の流入が認められ，類似した極うず循

環の場であったことがわかる．異なる特徴としては，

図 7 では北米西岸の気圧の尾根が非常に強いこと，日

本付近では北太平洋北部の 5100m 以下の領域は切離さ

れていることである．このため，口絵 2(a)で見られる

ように寒気が継続したと考えられる． 

図 6 北半球半旬平均 500hPa 高度・平年偏差図 
(2005 年 12 月 22～26 日，気象庁作成) 

図 7 北半球半旬平均 500hPa 高度・平年偏差図 
(1963 年 1 月 21～25 日(気象庁(1964c))) 
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５．まとめ 

 2005 年 12 月の寒気変動について，主に館野の高層気象

観測資料を解析した結果，以下のことが明らかとなった． 

(1) 寒気の強さの目安として用いられる 500hPa の気温で

は，2005 年 12 月 18 日 09 時に館野で-41.3℃を観測

し，09 時の統計で 12 月で最も低い第 1 位，年間では

第 2 位の低温であった．各指定気圧面毎の気温の平

年偏差は，12 月 22 日 21 時の 500hPa が-15.0℃と最

も低かった． 

(2) 2005 年 12 月の強い寒気の変動は，4～5 日周期で 5

回出現し，1963 年 1 月の場合は 3～6 日周期で 7 回出

現した．特に 1963 年の場合，1 月 24 日 21 時 600hPa

を最低値として-9℃以下の負偏差が 22～27 日の長期

間持続していたという特徴が認められた． 

(3) 2005 年 12 月及び 1963 年 1 月の気温の負偏差域の強

い領域はともに 500～600hPa にあり，出現する同日

もしくは前日に対流圏上部から下部成層圏の 300～

100hPa に強い高温域(正偏差域)が出現している．高温

域の出現理由について小倉(1994)は，寒冷渦の中心で

下降流があり，圏界面が垂れ下がって断熱圧縮する

ことによって，下部成層圏の気温は上昇するためと

説明している． 

(4) 2005 年 12 月 22 日 21 時と 1963 年 1 月 24 日 21 時の

高層断面図を比較すると，圏界面付近(300hPa)の気温

は 2005 年の方が，1963 年よりも低温であったが，

-30℃の等温線は 1963 年の方が低い高度(650hPa 付

近)まで下がり，500hPa より下層は 1963 年の方が低

温であった(寒気の流入が強かった)ことがわかった．

また，気温の平年偏差からは，1963 年の方が 2005 年

よりも，300hPa より下層と上層での偏差のコントラ

ストが大きくなっている．これらのことは，2005 年

12 月と 1963 年 1 月の降雪の深さの違いとなって現れ

ている可能性が考えられる． 

 

６．おわりに 

 今回の調査では，時系列データとしては館野の高層気

象観測資料を用いたのみであったが，2005 年 12 月の寒気

変動を明らかにするためには，日本各地の高層気象観測

資料を調査することによって，さらに時間・空間的にき

め細かな寒気の変動の調査を行うことが必要である． 
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